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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
大久保 貴章

地域社会とともに成長する地域ナンバー１の企業グループを創造します

カナコーホールディングスグループは、地域でのステイタスの向上を図り、地元で働きたい就
業ニーズをもつ中高年、将来を担う若者たちの雇用の受け皿となって、名実ともに地域社会と
ともに成長する地域ナンバー１の企業グループを創造していきます

2034年の売上高達成に向け、下記施策の実施により年平均8.7%
程度の成長を目指します。

・地域でのステイタス向上
・建設、土木工事の案件拡充
・PFI等高付加価値案件の獲得、JV、民間工事案件拡充
・清掃、警備、飲食等ストック収益事業の拡大
・グループ事業相互のシナジー創出
・グループの人材相互活用
・DX推進による効率化推進

グループ本部

〇本社所在地：神奈川県相模原市南区

〇事業概要：建設工事業を中心とした企

業グループの経営管理事業

〇常時使用する従業員：801名

（グループ全体・2026年1月時点）

〇現在の売上高：49億円

（ グループ全体・2025年9月期）

〇法人番号：1021001065582

〇Web：https://kanakohd.co.jp

株式会社カナコーホールディングス（建設工事業を中心とした企業グループの経営管理事業）

・拠点新設により公共、民間顧客の開拓強化(支店移転新設)
・営業人員の増強と高付加価値化
・Ｍ＆Ａ経験者による積極的なソーシング活動の実施
・買収事業会社の社名統一着手、各事業間のシナジー促進事業へ
のインセンティブ策検討
・ソフトウェア導入によるグル―プ人材の一体管理の実施
・社長をトップとし、若手社員で構成するDX推進室強化
・地域イベントの支援強化と拠点新設による知名度向上、地域貢
献活動の拡充

・建設工事、土木工事における地元案件を中心とした売上の増強
・建設工事業におけるPFI等の高付加価値案件、JV、民間工事案件
の取り込み
・清掃、警備、飲食事業における中高年人材の積極活用と地域の
事業承継案件を中心としたＭ＆Ａによるグループ規模の拡大
・多岐にわたるグループ事業のシナジーによる企業価値向上
・グループ人材の最適活用
・DX推進による事業効率化
・地域での知名度向上

企業ロゴ

事業所や製品の写真等

経営者
写真



売上高100億円実現の目標と課題

・地域でのステイタス向上を図り、地元での就業ニーズを持つ人材の受け皿となって、職住近接、ワークライフバランスの改善と、労働分配率を意識した経営の実践（グルー
プ全体で60～65％を維持）により、豊かな生活環境を提供する地域ナンバー１の企業グループを目指します（各種公表資料によればグループ本社所在の神奈川県相模原市南区
の地元就業率は現在約35.5%、支店所在の神奈川県伊勢原市の地元就業率は約50％）
・ステイタスの向上にあたっては、幹線道路沿いへの支店の移転新設、地元案件の獲得拡充とともに、エンターテイメント、警備、飲食部門を活用した地元イベントの支援強
化、小学生、新入学児童の支援、建設業の魅力を伝えるコンテンツの製作や天文台開放による地域の子どもたちの支援、学費奨学生の支援、スポーツ支援などによる地域貢献
活動の強化を行います
・あわせて中高年人材の雇用促進とＭ＆Ａによる清掃、警備、飲食等ストック業務の拡充、営業機能の強化と高付加価値化による地元案件拡充による増収を目指します
・効率化にあたってはトップと若手による更なるＤＸ化の推進、グループ人材の最適活用を図って経営を強化し、労働分配率を意識した経営を実践します
・これらにより、将来を担う若者たちの雇用の受け皿となって、更なる成長の土台を築き、地域ナンバー１の企業グループを創造していきます

〇法人番号：1021001065582（㈱カナコーホールディングス）、2021001011692（㈱カナコー）、8010801017399（アットホームプラス㈱）、3021001013234（東亜警備保障㈱）、6021001012225（㈱相模保全）、
5021001082095（㈱カナコーdo-ka）、5021001031151（カナコーエンターテイメンツ㈱）、6021001086475（㈱カナコー喜々楽）

株式会社カナコーホールディングス（建築工事業を中心とした企業グループの経営管理業）

100億
達成
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